
第 22 回蛋白研技術部・第 28 回産研技術室 

合同報告会 

日時 ：平成 27 年 12 月 4 日（金） 13：30～16：30 

会場 ：産研管理棟１階 講堂   

 

 

プログラム 

 

■挨拶 

13：30－13：35  技術室運営委員長挨拶        委員長   沼尾 正行 

 

13：35－13：40  技術室長挨拶         技術室長  田中 高紀 

 

 

 

■特別講演 

13：40－14：10 

 

「感情の認識と刺激 ― 音楽とゲームを題材にして」 

 

知能アーキテクチャ研究分野 

  教 授   沼尾 正行 

 

スマートフォンは、人の操作対象であるだけでなく、人の(健康)状態を管理するた

めに有用なツールとなりつつある。その中でも、インタフェースや環境を整備する上

で、人の心理状態や感情がもっとも重要である。生体信号や顔の表情から人の感情を

推定する手法は古くからあるが、近年、機械学習やデータマイニング技術の進歩によ

り、それらが飛躍的な進歩を遂げている。本講演ではその手法を概観すると共に、さ

らに一歩発展させて、人の感情を音楽やゲームで刺激する試みについて述べる。 



 

■技術報告 

14：10－14：30 

 

「Lバンドライナック電子銃用 DC 高圧電源の導入」 

 

 計測班 計測・情報システム係 古川 和弥 

 

 量子ビーム科学研究施設の L バンドライナックでは電子源として熱電子銃を用い

ている。現在は安定化電源から出力される AC 電圧をトランスで昇圧後、整流した

100kV の電圧を電子銃陰極に印加している。これを安定性の高い DC 高圧電源の出力

を直接陰極に印加する方式にすることで印加電圧の安定度向上と、それに伴う電子ビ

ームの安定度向上が期待できる。本発表では電源導入のための回路や LabVIEWを用い

た制御プログラムの製作に関して報告する。 

 

 

 

 

■技術報告 

14：30－14：50 

 

「分析依頼業務について」 

 

計測班 分析・データ処理係 羽子岡 仁志 

 

派遣先の総合解析センターで担当している装置は核磁気共鳴（NMR）装置、赤外分

光高度計（IR）、紫外可視近赤外分光高度計（UV/Vis/NIR）、旋光計、誘導結合プラズ

マ（ICP）発光分光分析装置など多岐にわたって担当している。装置の管理や技術指

導などを中心に業務を行っている。とりわけ NMR 装置に関しては分析依頼も請け負っ

ており、今回はこの NMR装置の分析業務の内容に関して報告する。 

 

 

 

 

■休憩 

14：50－15：00 

 

 

 



 

■技術報告 

15：00－15：20 

 

「蛋白研先端計測研究室分子解析室の紹介」 

 

蛋白研技術部 乗岡 尚子 

 

蛋白研先端計測研究室分子解析室では、蛋白質の分子解析に必要な共通利用機器を

設置し、所内で必要な方が必要な時に利用できるよう技術職員が整備管理を行ってい

る。ここでは、分子解析室にある機器類と分子解析室を利用する際の使用ルールを紹

介する。また、特に使用頻度の高い質量分析計、プロテインシークエンサー、HPLC

についての詳しい使用方法や使用例、利用実績を報告する。 

 

 

 

 

 

■ユーザーズ・レポート 

15：20－15：50 

 

「極端パルス電子ビーム発生技術の確立と時間分解分光法の開発」 

 

      ナノ極限ファブリケーション研究分野 吉田研究室 

特任研究員 神戸 正雄 

 

吉田研究室ではアト秒量子ビーム科学の開拓に向け、極短電子ビームパルス発生法

の開発や、極短電子ビームパルスを用いた時間分解分光法(パルスラジオリシス)を用

いて放射線化学初期過程の解明を行っている。これまで、効率的な実験の実現や、高

品質電子ビームの発生に重要なパーツの開発、様々なアイデアの実現を技術室の力を

借りつつ実現してきた。実際の実験の現場における開発パーツの活躍について、その

一部を紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 



 

■技術室報告 

15：50－16：30 

 

「技術職員として４２年」 

 

技術室長 田中 高紀 

 

国立大学大阪大学文部技官として採用後永くも、４２年を迎えようとしている。

「何も考えること無く１０年を迎え」、「人まねが出来るよう２０年を迎え」、

「仕事が楽しくて、楽しくて３０年を迎え」、「何かをしなければと今を迎える」。 

技術職員とは「何か」、技術職員を「育てるのは誰か」、技術職員は「何処へ向かうの

か」と、独り言を呟きながら皆さんと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 産業科学研究所技術室 

 小川（内線 8398） ogawa@sanken.osaka-u.ac.jp 

mailto:ogawa@sanken.osaka-u.ac.jp

